
数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜準備問題＞

組 番 名前

次の（１）～（３）問いに答えなさい。

（１）次の ～ の関係式で表される関数のうち，ｙがχに比例するものを１つ選びなさい。ア エ

ｙ＝５χア

ｙ＝２χ＋３イ
２

ウ ｙ＝―３χ

６
ｙ＝―エ

χ

（２）次の ～ の表で表される関数のうち，ｙがχに比例するものを１つ選びなさい。ア エ

χ … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …ア

ｙ … ９ ７ ５ ３ １ －１ －３ －５ －７ …

χ … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …イ

ｙ … ３ ４ ６ １２ × －１２ －６ －４ －３ …

χ … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …ウ

ｙ … －８ －６ －４ －２ ０ ２ ４ ６ ８ …

χ … －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …エ

ｙ … １６ ９ ４ １ ０ １ ４ ９ １６ …

（３）次の ～ のグラフで表される関数のうち，ｙがχに比例するものを 選びなさい。ア エ すべて

ア イ ウ エ



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜準備問題・解答＞

１

ア（１）

【解説】ｙ＝ａχの式で表されるとき，ｙはχに比例するという。

ウ（２）

【 】 ， ， ， ， ， ，解説 比例は χの値が２倍 ３倍 ４倍…と変化すると それに伴ってｙの値も２倍 ３倍

４倍…と変化する。

ア ウ（３） ，

【解説】比例 ｙ＝ａχ のグラフは，原点を通る直線である。



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜基本問題①＞

組 番 名前

１ 次の（１ （２）の問いに答えなさい。），

（１）比例 ｙ＝５χ の比例定数をいいなさい。

（２）比例 ｙ＝－χ の比例定数をいいなさい。

２ 次の（１ （２）について，ｙをχの式で表しなさい。），

（１）ｙはχに比例し，比例定数が４である。

（２）ｙはχに比例し，χ＝５のとき，ｙ＝－１０である。

３ 次の（１ （２）について，表を完成させ，グラフに表しなさい。），

（１） ｙ＝－３χ

・・・ ・・・χ -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

ｙ

（２）

・・・ ・・・χ -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

ｙ

ｙ

5

χ
-5 O 5

-5

ｙ＝
３

２
χ



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜基本問題①・解答＞

１

（１）比例定数：５ （２）比例定数：－１

【解説】

比例 ｙ＝ａχ の定数ａを比例定数という。

２

（１） ＝４χ （２） ＝ ２χy y −

【解説】

(２) ｙ＝ａχに，χ＝５，ｙ＝ １０を代入して， １０＝５ａ− −

よって，ａ＝ ２−

３

(１)

・・・ ・・・χ -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

・・・ ・・・ｙ 12 9 6 3 0 -3 -6 -9 -12

(２)

・・・ ・・・χ -4 - 3 - 2 - 1 0 1 2 3 4

9 3 3 9
・・・ ・・・ｙ -6 -― -3 -― 0 ― 3 ― 6

2 2 2 2

（小数で答えてもよい）

( ) ｙ ( )1 2

5
・

・

-5 O 5



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜基本問題②＞

組 番 名前

１ 下の ～ の比例のグラフについて、次の（１）～（３）の問いに答えなさい。ア ウ

（１）χの値が増加するとｙの値が減少するものを記号で選びなさい。

（２）比例定数が最も大きいものを記号で選びなさい。

（３） のグラフの式を求めなさい。ウ

y
ア

5

イ

ウ

x
-5 5O

-5



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜基本問題②・解答＞

（１） （２） （３）イ ア ｙ＝
１

４
χ



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜応用問題①＞

組 番 名前

兄 弟
兄は自転車で，弟は徒歩で同時に家を ｙ(ｍ)

900出発し ９００ｍ離れた駅まで行きます， 。
はな

右のグラフは，家を出発してからχ分後

の２人の家からの距離をｙｍとして，

２人が進むようすをグラフに表したもの

500です。

このとき，次の問いに答えなさい。

（１）兄の自転車の進む速さは，分速

何ｍか。 0 105

（２）ある地点を兄が通過した後，４分後に弟も通過しました。その地点は，家から

何ｍの地点か。

（３）兄の進む速さは，弟の進む速さの何倍か。

χ(分)



」＜応用問題①・解答＞数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ

(１) 分速３００ｍ (２) 家から６００ｍの地点 (３) ３倍

【解説】

(１)兄は，９００ｍを３分で移動した。したがって， ９００÷３＝３００

兄 弟(２) ｙ(ｍ)
矢印の部分が，４分後に900

通過したことを表している。

したがって，家から６００ｍ

の地点になる。

500

10O 5

(３) 弟は，９００ｍを９分で移動した。したがって，兄の方が３倍速く進む。

χ(分)



数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ」＜応用問題②＞

組 番 名前

Ａ Ｄ
右の図のような一辺が１０㎝の正方形があります。

点Ｐは，点Ｂを出発して毎分２㎝の速さで，辺ＢＡ，

辺ＡＤ，辺ＤＣ上を順に移動し，点Ｃに到着したと

Ｐき移動を終了するものとします。 ↑

点Ｐが出発してから 分後の三角形ＰＢＣの面積をx
問いに答えなさい。Ｓ㎠として，次の

Ｓ㎠

（ ） 。１ 移動し始めてから３分後のＳの値を求めなさい

Ｂ Ｃ

（２）次の表を完成させ，Ｓの値の変化をグラフに表しなさい。

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ・・・x

Ｓ

Ｓ (㎝ )２

50

40

30

20

10

（分）
O 1 2 3 4 5 6 7 8

x

（３） とＳの変域を答えなさい。x

（４）三角形ＰＢＣが二等辺三角形になるのは，点Ｐが点Ｂをスタートしてから何分後

か答えなさい。



」＜応用問題②・解答＞数学１ ４章 比例・反比例 「比例の表，式，グラフ

２(１) ３０㎝

(２) ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８x
Ｓ ０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ５０ ５０ ５０

Ｓ(㎝ )２

(３) ０≦ ≦１５x
50

０≦Ｓ≦５０
40

30
(４) ５分後 ，７.５分後 ，

20
１０分後

10
（分）

Ｏ 1 2 3 4 5 6 7 8
x

【解説】

（１） ３分後のＰＢの長さは，２×３＝６(㎝)

したがって，△ＢＰＣの面積は ６×１０÷２＝３０(㎠)

(２) (１)と同様にそれぞれの面積を求め，表やグラフに表してみよう。

(３) 面積Ｓは，１０分から１５分の間で減少し，点Ｐが点Ｃに到着した

段階で面積は０㎠になる。

したがって， Ｓ(㎠)

50０≦ ≦１５x
０≦ ≦５０となる。s

x
(分)

5 10 15
O

(４) 二等辺三角形になるのは，次の３つの場合がある。

Ｐ Ｐ Ｐ

Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ


